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足尾鉱山の方解石に見られる不規則性

砂’

　　　　　　　　　　　R6sum6

0n　Some　Irreguralities　of　Caleite

　Crystals　fπ，om　the　Ashio　Mine

　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　Ichiro　Sunagawa

川

　　Theわresent　writer　observed　the　irregur一、

alities　on　some　calcite　crystals　from　the

Ashio　mine，and　gives　here、some　cosidera－

tions　and　disscussionsのabout　the　mechanism

ofits　crystal　growth，summarized　bellows：

　　1）The、crysta1窪rowth　is　often　controlled

to　a　certain　degree　by　the　direction　of・run－

ning＄9蜘inerals・1uti・n・r6sulting・n・ne－

sided　growth．（See　Fig．逸，12，3，）

　　2）Abnormal　coloτing　or　white　turbidity

etc．are　recogniz6d　on　a　partic亡lar　part　of

calcite　crystal．These　natur換1ph6nomena

show　growth－10』ci　during　its　crystallization

from　solution，and　may　be　taken　as　a　fun－

ctiqn　Qf　structural　characteristics　of　crystal

or¢rystal　faces　and　the　cha血ges　of　conditio－

ns　in　the　environments．（See　Fig．4ゴ5，6，，

7，8，9，）

　　3）The　writer　can　giVe　some　characteris。

tic　examples　of　combinati6n　styles　　of　the

crystals．　In・the　case’of　tabular　crystals，

the　sub－p加allel　growth　deve1Qp＄on　an　ag－

gregation　like　shpere，　semi－sphere，　rose－

flower　or　coil　etc．，and　in　the　case　of　sca－

1enohedral　crystals，the　parallel　growth　of

δmall　crystals　hasεしtendency　to　be　aggre－

gated　in　the　fo±m　with　the　same　style　of

large　crysta1．　（See　Fig．10，　11，）

　　4）lnthewriter’sviewonthecombinati一

・n・fdifferehtcrystalhabits，them・st、

imperfect、part　of　struct血ral　packing　is　usu－

ally　found　on　the　edge　of　crystals，　the

郎梼

imperfect　part　having　a　strong　tendency　in

f董皿血g　regularlyレatoms　or　ions　of　neW　cry－

stals　which　grows　on　the　preexisti耳g　ones。

（See　Fig．12，　13，』14，　15，）

　　5）From　his　observatio血s　on　t：he　Iineage

strμcture　and　the　striation　of　each　faces，

there　are　three　principal　directions　on　the

growth　which　are　incompatible　with　each

other　during　the　crystallization　of　calcite．

The　differences　of　crystal　habit，Iineage

structureandstriati6noneachfacesmay

chiefly　owe　to　the　results　of　the　variation

of　the　assortment　of　these　three　directions．
　　　　　　　　　　　

And　the　variation’of　the　assortment　is　due

to　the　changes　of　environments．　Those

three　prihcipal　directions　are：1）which　is

spread　along　a1×a2×a3　axial　Plane，　2）

which　is　elong＆ted　along　c　axe，　and　3）

which　is　perpendicular　to　the　unit・face．

（See　Fig．16，17，）　　　●

　　Fro卑those　above　mentioned，‡he　writer

intendt・9・ncludethat婁ei垂regularity・f

ρrystal　forms　shows　the　process　and　the　hi－

story　of　cryst＆1growth．Therefore，it　may

知e　say　that　the．detailed　investigations　on

irregular　lphenomena　of　crysta玲will　solve

the　problem　on　the　mechanism　and　the　hi－

story　of　crysta1客rowth．

要 ．約

　　足尾鉱山に産する方解石の結晶標本に見られる種々の

不規則性を観察し、それを次の如く分類・記載し、また

．説明を与えた。

1．

2．・

3．

4．

5。

結晶附着の方向性

結晶内部の部分的蒲色・白濁

同種晶相の結含様式

異種晶相の結合様式

1ineage、structure，striatio皿等

菅地質部 これらの観察を通して方解石の生長機構につい℃の考

1



地質調査所月i報（第4巻第1号）

察・議論を行つた。

　との硯究は近く刊行の地質調査所報告155号”方解石の

晶相変化と晶出順序との関係について〃の研究のための

予備的研究である。

　　　　　　1．序、，　一言

　鉱物の種々の属性は、それを詳しく観察・測定してみ

ると，それが一定の値を示さず，ある巾をもつた変化を示

しているととに気がつく。それは晶相のよ5に形として

あらわれ為場合も，物理的’・化学的の値のよ5に外形≧

してあらわれない場合もあるが，．いずれの場合も，理想

結晶を中心としてある巾をもつた変化をもつており，そ

れが，むしろ鉱物の本性である≧いえるほどである。

Newhouseの鉱液の流動方向による結晶の偏僑発達の　・

研究，F．G．Smithのpyrit6geothermometerの研究な

ど最近ではこ5した理想結晶よりの偏差を基礎とした研

究に，聴に目がむけられてきているよ5であるoしかし，

この種現象に関する研究は，決して充分であるとはいえ

ない。したがつて，種々な場合に見られる不規則性の資

料を記載しておくヒとは・意味のあることと考えられ・

またそれらの諸現象の詳細な観察は，しぼしぼ結晶の生

　　　　　　　　　　　へ長機構等についてよい手がかりを与えてくれる場合が多

いのである。

　ここでは，筆者が”方解石の晶相変化について”の研

究を進めて行く途中，足尾鉱山の方解石（主として竹内

英雄氏の標本による）にづいて観察した，偏差が形態的

にあらわれている種々の例について分類・言己載・説明を

したいと思5・このよ5な現象をここでは鉱物の不規則

性と呼ぴ，その内容は，理想結晶から，種々の性質にお

いて距りを示しているとい5意味である。そして，当然

そ5した距り方の（不規則性の）なかには，生成環境等

との聞にある種の規則的関係が見出されるはずである・

従つて，不規則性の研究は，そ5した関連をひもといで

ゆくことによつて，結晶自体と，’その生長あるいは環境

との関連をみいだそ5とする方向へ発展させられてゆく

のであろ5。

　この報告においても，分類・記載・説明を与える一方

において，それらを通して結晶の生長および生長と環境

との関連についての考察を進めてゆく予定である。

　なお，足尾鉱山産方解石の結晶形態の詳細について

は，別報を参照されたい1）。

　　2．結晶附着の方向性　（Newhouseの
　　　いわゆる鉱液流動方向に関する諸例）

　Newhouseによれぼ，溶液中かう結晶が生長する場
合，溶液の流れの力が結晶分子の堆積に影響を与え結晶

形の偏俺としてあらわれ，逆にとれを利用して鉱液流動

方向を知ることができるとい5。2）この実例は，ことに

鉱蘇のよ5な金属鉱床の晶洞中欧晶出して▽る鉱物に声

、・て，しぼしぼ実見されるもので，筆者が先に”三角式

黄銅鉱”について報告した際記載した，前期石英・後期

石英などはこの1例である。3）足尾鉱山の方解石の場合

にも，この関係を示すいくつかの例が見られる。それら

は性質自勺には3つの場合に分けられる。　1つは，他の鉱

物と共生している場合，方解石の結晶群だけが標本の一

側に発達している例である。例えぼ，御典寄り蓮慶峙向

立入内ド5，連慶峙第5河鹿ド4中等より産した標本に

はその例が見られる・前者の場合は石英の結晶と共生

し，石英の結晶がかまぼこ型に群晶している上に，方解

石の釘頭状結晶が晶出している。そして方解石は，かま

ぼこの峯を境にしてその一側にだけ晶出し，他の側には

全く見られない。後者の場合は，釘頭状方解石と燐次石

との共生である。燐友石は，微小結晶が円筒状に（中心部

は室洞）集合晶出しているよ方解石はこの円筒の半面にだ

け群晶しているのである（第1図）。とれらいずれの場合に

　　　　　　　　　　　も，共生する鉱物との晶出

Fig．10ne－sideαgrowし亘of

　　Galcite　crySむal　on　the

　　Cylindrica王aggregati陶

　　on　of　Apa竃i石e．　　The

　　one－sided　growth　is
　　τhe　res皿1τof　the　αi・

　　rreCLiona正皿ove皿enじS
　　in　ore　s（》1Utio11．

　　　Ap…　”。Ap＆Liじe
　　　C勘。・・9・αしlci葛e

順序の関係から，流動方向

を知ることができよ50ま

たこ5した関係は，方解石

にのみ注目せず，多くの鉱

物の相互関係に注目すれ

ぼ，同様な例が見られるで

あろづ。例えぼ，1晶洞内

に晶出している鉱物の種類

別の密度を見れぼ，早期，

晩期晶出の鉱物種の相異に

よつて一定iの密度変化を示

すよ5な例が見られる1であ

ろ5。

　第2の例は，方解石の晶

出している範囲は共生鉱物・

と同じであるが，その範囲

内で，方解石自身の性質に

方向的な差異が認められる

場合で，有木坑下4，700尺

河鹿の標本などはその1例

であるoこの場合は，かま

ぼこ形の母岩の上に石英・

方解石・黄鉄鉱が晶出して

おり，晶出の分布について

だけ見れぼ，3者の聞厚方

向性は認められない。しかし，・方解石は，尾根の一側に

あるものは無色透明の美麗な結晶であり，他の側にある

ものは，多数の気泡を包裏しているため白濁半透明であ

る・さらに，尾根部で商者の境界線附近に晶出している

，2
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結晶は・個体の半分が無色透明，他半分は白色半透明

でゴしかもその境は甚だ明瞭である（第2図）。とれら

両者の聞では，晶相も，結晶の大きさも，特に相異は認

F】9．2A訟mpleShowingt血aじτheSameStylecryStaISofCal。
　　c1むe　vary　their　properτieS　in　Lhe　positi6n　ofぬeir　growむh．

　　Againsむ　the　crysL乱1S　grown　on　one　side　are　w血ite　turbid，

　　the　crySLalS　onむhe　oPPoSit　side　are　tr＆nSp負rent　colorlesS，

　　我nαthe　cryS；a1S　grown　on　the　centrai　pa貰我re　whiLe

　　匹urbid　i迎力ゑe血alf　of　oryβτ撮＆nd　Lr乱nSparenむoolorlesS　in

　　anouher上しalf，

　　　　　　a一一WhiLe　turbid
　　　　　　bg甲・…　TranSp乱renむ

められない。この例で見られるよ5な現象は，おそらく

僅かな條件の差によつて生じているものであろ5が，単

純に鉱液の流動方向だけでは解釈でき毎い問題であろ

一5。またこれだけの資料で解釈することはできないが，

この’明瞭な境界をもつた，不i連続的な（あるいは飛躍的

な）変化とい5ものは，将来特に注意されてゆくべき現

象であろ5。

　第3の場合は，晶相変化と関蓮した方向性である。別

報したよ5に，筆者の研究によれぼ方解石の晶相は，晶

出時期に従つて変化し，早期から喚期にかげて，板状一

釘頭状一柱状一犬牙状，（結晶面であらわすと

base→θ（・・盈）→＋prism→／；翻蹴撫／→

　　　十scaleno五edron→一rhombohedro皿→一pr玉sm

の順序）といラ変化を示す・ところで・足尾鉱山のある

種の方解石の結晶は，主軸の両端で異つた結晶面をもち

異極像的晶癖を示す場合がある・例えぱ一側はbace6（0

001）のみよりなり，。他側は2（0112）が発蓬して釘頭状

を示している場合などそのよい例である。しかもこの種

結晶が多数群晶している場合，結晶の集合の仕方は決し

て不規則ではなく，6のみよりなる側の位置はほぼ一定

方向に限られて配列している（第3図）。また，この標

本で‘面よりなる部分だけに‘面に平行な白濁した薄暦

が常に存在し，他端のθ面の発達の見られる部分にはこ

の種の白濁薄暦は存在せず，無色透明である。既述のよ

5に，方解石の晶相は晶出時期に従つて変化するが，そ

の中でも6（0001）と6（01ヱ2）との聞の変化は甚だ明瞭

で，どこの産地の方解石について見ても，0面はしぱし

ぱ8面へ分化する傾向を示しており，明らかに8面の

方が後期になつてあらわれる面である。との場合も同様

で，その順序と，白濁薄暦の存在，晶出位置の方向性を

併せ考えると，鉱液流動の方向性が自然となつとくでき

るであろづ。

　上述のような方向性とは直接関係はないが，鉱液の渦

動運動への疑問を起させるよ5な生長の仕方を示してい

る例もある。福蕨河鹿下6に産した一標本は，’灰01盈）

のタよりなる葉片状結晶で，その集合は，半ぼ渦巻状に

配例している。こりよ5為集含の仕方はジ燐友石の結晶

ではしぱしぱ認められるものであるが，方解石には比較

的例が少ない。これは両者の結晶力，結晶の幾何学的性

質等の差異によるためであろ5・

　Fig、’3　Showing　an　aggregatio口三〇f差cryStaIS，顎τhe　faces　of　wnich

　　　are　d置fferent　au　bo5h　endS　of　crysual　owingむo　the　dlrec．

　　　tion溢movelnenLsinoresol耶ion．Onlyc（0001）faceis
　　　develqpeαatonβSエdeofcryStal，ande、（0112）iS　Iargely

　　　de▽eloped　at　the　other鍾de。

　　　　3．結晶内部に見られる部分的

　　　　　・着色・白濁等の諸例

　透明あるいは半透明結晶において，・聴定面だけ，また

は結晶内部の特定位置だけ，あるいは結晶学的方位とは

全く無関係に，その結晶本来の色と異つた色に着色した

り，気泡・液泡等の包裏物の存在のために自濁したりし

ている例がしぱしぼ認められる。この場合も，着色・白濁

等をしている位置によつて数群に分類することができ，

、それぞれの場合について記載すると次のよ5であるρ

　1つは，・結晶の中心部に，側軸面にほぼ平行な，ある

厚みをもつた帯だけが，結晶全体よりも濃色に着色する

3
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か，白濁じている場合である。通洞坑遽慶峙第2河鹿下

3中のものは，全体として帯茶半透明のo（2131），θ（0

112）を主とする樽抹結晶であるが，その中心部，側軸

面に漕つて平行に（上ドのびの聞の稜に相当する部分）

茶色が濃く低とんど不透明になつ宅いる（第4図）。両

者の境は完全に明瞭とはいえないまでも，拡散的あるい

は漸移的と、もいえないよ5な関係にある。有木坑に産す

る卿（1010），ノ（0221）を主とし＋Scaleno五edralface

をともな5柱状結晶では，結晶全体としズは白色半透明

　　　　　　　薦“趣、

　　　　　　　　　！　　N＼　　　　　　　＼、＼　　1　！　　＼
　　　　　　　＼＼　！〆／！、
　　　　　　＼＼’！／／！ぐ．
　　　　　　ぐ＼＼／ンつ園
　　　　　＼トミ！／つ／・ミ＼
　　　　＆・ミ＼クつグ蝶
　　　．獣多劣二．ミ

　　　　　心＼　／／ノ＼＼
　　　　　　ざ　　　　　　　　　／／　　　　 ＼　・　　　　　　　　　／　　・／　　＼
　　　　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　　　　　／・／　　＼＼＼
　　　　　　　　　／／　　＼　＼
　　　　　　　ミ手＼》

　　　　　　　＼＼　　－　　 ＼
、

　　　　　　　　＼￥／／、￥、
　　　　　　　　　ノ！　。￥

　魎El9！仙・wing町Sζa！・fw賊・nlyむhece一【par5iS

　　　Spec1田ly　dark　colore（1．

であるが柱の中央部の側軸に平行なある範囲だけは著し

く白濁度が暦し不透明となつている。両部の境は上の場

合と同様である。また本山坑燐盛河鹿上4に産する6（0

001），θ（0112）を主とする板状結晶は，全体としてや

や茶褐色で，中心部のみ濃色となつている。

　これと同様の関係が，主軸に沼つて柱状にあらわれて

いる場合もあ為。通洞坑蓮慶峙第4河鹿通培上地に産し

た標本は，卿，ε，∫およびcを主とする白色半透明の

短柱状の結晶であるが，その中心部には，主軸に平行な

無色透明の六角柱の部分がある。この部分は甥，0のみ

よりなる柱状結晶で，外側の白色半透明の部はこの他に

ノ，θ，n（朔53）をともない，粥は交互に大小の発達を

して三角柱に近い晶相をしている（第5図）。そして透明

部と半i透巨月部との境は甚だ旦月瞭であるoこの場合は，明

らかに，両者の晶出時期の聞に時間的不蓮続が認められ

る。すなわち，中心部の柱状結晶の晶出が既に完結した

萎
覆義
灘嚢

騰．

畿
顎毒

灘
1義

購　・か
灘
灘
灘

　　丼”’．，．

α

　Fig。5　Showing我cryslal　of　whictl　onlyτ血e血exagona互priSmatic

　　　cemrarparむpara11ellocaxeiSLranspare塒 andcolorless・
　　　an（l　the　oo血er　pa耽iS　t皿rbid，　It　iS　conSIdereα覧haむLhere

　　　waS　Some　oime・gap　dUringじhe　crySじamza右ion　of（a）parむ

　　　anα（b）1）arむof弓ryS七al・

　　　a・”whiLe職rbid．　、b…transparenむand　colorless、

後，ある距りを置いて再度加えられた液よりの沈澱が，白

色半透明短柱状の結晶を？くつたものと考えられよ5。

これに対して，側軸薗に平行な部分だけが特に濃色とな

つている前2例の場合は，晶出の中断，時期的不連続等

は一応考えられない。むしろ，同一鉱液中での早期から

晩期にかけての，微量成分，不純物（方解石分を中心と

して考えての）等の諸條件の変化に帰因するもので昂ろ

5。　　　　　　　・

第2の場合は結晶の特定面だけが白濁ないし異常着色し

ている例で，特に柱状ないし短柱状結晶の6（0001）面の

みがそ5なつている例が多い。小滝坑光盛ド5西娼井南

立入内の石英粗面岩中の，閃亜錯鉱・黄銅鉱・石英脈中・

の晶洞中に晶出している方解石は，0，卿よりなる短柱状

の無色透明の結晶であるが，上下両端の‘面の部分のみ

白濁した薄暦をつくつている（第6図）。小滝坑大正二年

鑓河鹿上1の方解石は，0，卿よりなる無色透明の柱状結

晶であるが，上と同様上下両端の0面の部分だけ白色半

透明の薄犀を形成している。この場合はさらに白濁した

6面の上に同じ大きさの勉，∫，114，‘，＋scalenohedral

faceよりなる白色半透明の結晶が生長している。これ
　　　　　　　　　　　　　　　
も先の場合と同様，時期的不連続をへだてて晶出したも

4
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のであろ5。また2の例として前述したものではy一端

の6だけが白色半透明となつている。これらの例にみら

れる特定面だけの白濁原因が生長時の6面自身の特性に

よるものか，晶出時め條件の急変によるものか，あるい

は後からの作用によるものか明らかではない。しかし，

（a）o面は一般的に粗面としてあらわれ易いこ・と，（b）　、

、白濁の原因が2次的構造の不完全さに帰因するものと考

えられること，（c）足尾だけの観察によるとこの種特定

面の逞…択的白濁は，0，卿のみよりなる柱状ないし短柱状

結晶のo面に特に多く見られること，（d）白濁画上に異

種晶相の結晶が平行蓮晶して生長している場合があるこ

とはその原因を考える資料となろ5。0面のみが白濁し・

卿面が白濁していないことは，晶出時の條件の急変とい　’

5ことが原因とは考えられ㌃い1つの証拠であろ5。結

晶生長後の作用，例えぼダンブリ石においてω（2θ1）』面

のみが著．しく腐蝕され友白色に変質されている原因が，

主としてBoronの減少（膜出）に帰因し，そしてBoron

、の減少は結晶生長時のものではなく，2次的変質による

竜のであり，それザω面に起り易い原因は，”面自身の原

子配列の特性と最も関係があるとい5現象4）と同様な原　、

因が方解石の6面についても考えうるのではなかろ5か

（この場合勿論，‘面自身の結晶構造的特性とも関蓮して

くる）。この考えは，現象（a），（b）により無條件に支持さ

れるが，（c），（d）からは異論がでる。またなぜ，全て

の6面が白濁薄暦を形成しないかも疑間の1つとなろ

　う。さらに（d）の現象は，次の生長が行われる迄の聞

に，2次的変質の生る余裕があつたととを示してい菊が，

その余裕が考え5ゑか否かも閥題であろ5。2次的変質

によるものでなく，結晶生長時の間題として考えれぱ，

ほぼ全てゐ現象が満足される。すなわち，結晶 の生長

が，既に絡子をもつた結晶分子の堆積によつて行はれる

ため』それら分子の正規位置での結合が，・緊密である部

分と，ない部分とで嫡，後者の方が透明度が低い現象と

　してあらわれる。そして生長方向の最表面が，常識的に

最も結晶が不完全である’と考え．られるから，生長が停止

した場合その面だけが不完全結晶として残り，従つて白

濁薄暦を形成するものであろ5と想像される。この際卿

面が白濁層をもたない理由は，0と卿との結晶構造的特

性の差と，生長方向とによづて解釈できる。すなわち・，

卿よりなる方解石結晶の中での晶出時期による面の発達

の変遽を見ると，晩期に至る厳ど，粥の発蓬が大とな

り，板状から柱状岱と変化する。このことは，この晶出時

期のドでの方解石の主成長軸が，0軸方向であることを

示している。換言すれぱ，結晶は，側軸に平行に横に広，

がるよりも，主軸の方向に縦に伸びよ5とする生長傾向

をもつており，、ぞのため，6商の方向に特にさかんに結

合が行われる。したがつて，生長停止時において特に0』、

面の方が甥面に比して結合が不完全で白濁したまま残る

ものと考卑られる・またそれはo面自身の構造的特性に

よつても助長される。このことは現象（a）によくあらわ

れている。

　第3の場合は，輝石類にしぱしぼ見られるhour－glass

structureと同様の現象である。本山坑蛭子（ヱビス）

奥鑓ド4西9井西に産した方解石は，6，卿，αを主とし

、θ，M，＋scalenohedral　faceをともな5厚板状のねず

み色半透明の結晶であるが，結晶内部で，中心部におい

て最も狭小，o軸の両端において最大となるhour・91ass

structureの部分だけが特に著しく白濁しており，白濁

してない部分との境は明瞭である。o面上にはこの白濁

部が六角板の形であらわれている（第7図）。こ5した

hour・91ass　structureは，ここに産する標本の全てに認

められ，面の発達の相異とは関係な》よ5である。この

構造はおそらく，結晶の生長軌跡を示すものであろ5。

この場合，結晶の生長は特定の生長方向だけが強く助長

された一方向的な生長ではなく，後述の3主要生長方向

がほぼ同等に発達した結果，核を中心として3家元的に

生長した結果であろ5。

Fig，711・u岬駄SSS石rUGt朕reintabularGa1ciLec「y餓・

　　1葛showL虹e言row山10ciofcrySta1S・、

　　a…whiteτurbld　　b…tr亀nsparenL



一地質調査所月i報（第4巻第1号）

　第4の場合は同種面中の時定数の面だけが，・選択的に

蒲色あるいは包裏物を含む場合である。通洞坑に産し，

marmatiteの小集合塊を中心として，半ぼ渦巻状に晶

出し宅いる葉片状結晶の集合では，個々の結晶を観察す

ると，召を主とし小位発達の吻面をと屯な5乳白色半透

明の葉片状結晶であるが，結晶の上半分3個の面のうち，

2画Qみに異常着色が見ちれ，下半分では，上半分の2

面にそれぞれ平行な対応する面にのみ，異常着色（あるい

はinclusion）’が存在し，残余の上下1組の面には，こ

れが全く見られない。この異常着色は，乳白亀の地中

に，うぐいす褐色の細巾の，厚みのほとんどない，細畢い

短冊状をした帯で，3個のεの偶を出発点とし，プ（101

1）の稜に平行な方向に，かつそれぞれの召面に平行に

2～3本づつ走つているものである（第8図）。とれは，

θの表面に附着しているのでも，結晶の中心部に存在し

ているのでもなく，8の表面からわづか内部に，θの表

面と平行に走つて存在しているのである。同種面であり

ながら，このよ5に選択的に着色される原因について

ゐ
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，
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は，現在の知識では全く解釈できない。ただ，こ

のような現象が単純な突然変異的なものでアよいこ

とは磁…かであるo

最後は，形態的に全く不規則な蒼色の例で，この

よ5な例はむしろ少ない。小滝坑光盛ド5西18井

南立入の方解石は，‘，グよりなる1辺3c血程度

の三角板状の結晶で，白色不透明の大理石状め感

じである。この結晶の1部だけ第9図のよ5に鼠

色不透明となつており，白色不透朗部との境は直線的で

ある。

　　4．同種晶相の結晶の集合状態の諸例

　足尾鉱山の方解石の，特殊な美しい集合晶については

古くから知られている（例えぼ本邦鉱物図誌記載のバラ

花状集合など5））。とこでは，主として多数の同種晶相

が，’ほぼ規則的に結合して，種々の集合状態を示す2，

3の例について記載する。

第1の例は，既に記載されているバラ花状の集合であ

る。通洞坑300尺河鹿ド6，通洞坑13区80尺河鹿ド6中

等の標本に見られる。個体は8，卿を主とすう葉片状な

いし釘頭状結晶であり，これが，主軸位置をすこしづつ

ずらしてほぼ平行蓮晶状に集合し，そのため全体として

球・半球ないしバラ花状を呈している（第10図）。球の最

大のものは直径20cmを超えるものがある。ごの球の中

核は，産地によつて異り，室洞のもの，曲面黄鉄鉱の結

霧 羅麟撫

欝難

’難灘豫

Fig．10　Rosaceous　aggregaむion（sub・paraIlel　growLh）of　lame11批r

　　cryStals　of　calC玉！｝e．
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足尾鉱山の方解石に見られる不規則性（砂川一郎）

晶の集合体を核としているものなどがある。室洞のもの

では，室洞中心部に向つて，犬牙状の方解石小晶が群晶

している場合もある。しかし多くは，何らかの核を中心

として発達した結果のよづである。室洞の場合も，ある

いは核が後から溶出した残留モあるかも知れない。葉片

状あるいは釘頭状結晶がほぼ規則的に集合している場合

の多くは，上のよ5な集合状態を示すのであるが，そと

まで達せず，この種晶相のものが，馬鞍状に集合した

り，半渦巻状に集合して晶出している場合もある。ごれ

らの場合も，個々の結晶の結合形式は，主軸位置をわづ

かづつずらした亜平行蓮晶をしているもので，ただその

ずれ方が連続的である場合は球状集合となり，途中で方

向を転じた場合は馬鞍状凋いし半渦巻状となるのであ

る。後者の場合，特に半渦巻状の結合形式は，鉱液の渦

動蓮動の結果ではないかと考えられる。そしてこのよう

な結含は，方解石よりやや早期晶出と思われる燐友石の

集含結晶には，特に多くみいだされる集合形式のようで

ある。

　第2の場合は，小結晶がo軸に平行に多数平行連晶し

て形成した集合晶が，全体として小結晶と同じ晶相を示

す例である。通洞坑河蓮慶峙河鹿ド5中のものなどドそれ

がみられる。ごの種のものは主として大牙状結晶で，上の

場合は夕を主としハ4，6をともな5小結晶の群晶が，や

はりこれと全く同じ晶相の集合体を形成している（第11

図）。

　　　　　　菖卿

　　縁　　蓑『1騰　　鐸

　　　　　　　　　　　　　　　　　劃鐸

　　　　　　　　　　　　　　欝

　　　　　　　　　　　　　劉　　　　　　饗等響
Fl9．UT血ep＆煕el翼gr・wL虹・fS皿al1Sc飢en・hedral：crySτaISgr・w

　　toτhesameSLyleoflargecrySじaL

同様のことが，＋scalenohedralfaceのみよりなる犬

牙状結晶の集合体にもみられるるこのよ5な集合状態は

螢石等の場合にもみられ，1ineage　structureの著しい

大結晶の生長過程の1つの場合を示すものではないかと

考えられる。このことについては1in6age　stmctureの

場合について詳しく考察したいo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　又　　　　5．異種晶相の結合形式の諸例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　異つた晶相の結晶が共生している場合，その相互関係

は，晶出順序と晶相変化との関係を決定するための重要

な資料となるの矯あるが，足尾鉱山に見られる標本で

は，その結合形式に，種々の特徴的な点があり，結晶の

生長機構に対して良い資親を提供している。もちろん』

異種晶相が共生している場合の全てが以下に述べるよづ

な，ある規則性をもつた結合をしているのではないが，

このよ5な結合をしている場合は，けつして僅少の例に

，属するわけではないる以下匠種々な形式に分類して記載

しよ5。

　最も特徴的なものは鰺の鱗状配列をする場合である。

例えぼ小滝坑天狗ド9西4井河鹿のものは，0，「εよりな

る板ないし葉片状結晶と，卿を主としθ，6，n，あるい

は！をともな5樽状ないし犬牙状に近い柱状結晶とが’

共生している。前者は馬鞍状ないし半渦巻状に集合晶出

しているが，後者は前者の上ドの6〈θの稜に滑い，

その0軸は前者の測軸面に直角な位置をもつて平行蓮晶

している。後者の各個体は密接に遽続し，それぞれの側軸

の方位を少じづつ変えているが，1個の辮面が常にその

接する葉片状結晶のθ〈6稜に平行となるよ5に位置し

ている・そして，ごのよ5な方位をもつて，前者の結晶の

6〈8稜の全てをとりまいているのである。そのため，

綴麟羅
磁
　甲　襯こζ，

．磁羅轟懸

Fig．12AnagregaLion・fcrysLa1・fdifferenthabfむslike綴e・f
　　horse－m哉ckereL　Many　sm駄U　priSmatic　crysta工s　cryStam・

　　zealongLheedgeofe〈ef訊ceoflamellarcrySt撮inL虹e
　　rela℃ionofpara11elgrowuh，＆nαgrowtoanaggregaζiol1
　　正ikeSCaleρfhoSe・maGkerel．
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地質調査所月報（第4巻第1号）

その様子は丁度鰺の鱗のよ5な状態を示レている・か

つ，後者の晶相の結晶の晶出場所はほとんど全てこの召

くθ稜に澹う部分に限られ，6あるいはε面上に晶出し

ている場合はう数える程しか見られない（第12図）。

一とれと同性質であるがごれよりもやや程度の進んでい

る場合は，θ〈8『の稜のみではなくθの面上にも平行蓮

晶の関係を以て群晶している場合である。θのみよりな

る釘頭状結晶上に＋scalenohedral　faceを主としl　o，

M，卿をともな5犬牙状の結晶が平行蓮晶している。

最も頻度高く晶出しているのはやはりθ〈θ稜に澹つて

であるが，この他に召面上にも相当晶出している例があ

る。しかもθ面上の晶出は，上半分のθ面のみで，下半

分のものには全く晶出が見られない。これは鉱液流動方

向の1例でもある。・また，蓮慶峙下4中の標本では，σ

を主とし中位の「＋scalenohedral　faceおよび卿をとも

な5板状結晶を主体とし，これに＋scalepohedr亀1face

を主とし∫をともなう犬牙状の小晶が結合している。こ

の場合犬牙状の小晶は，專ら，主体結晶の0と他の面と

の稜に澹つてc軸方向を同じくする平行蓮晶爾位置を占

め，王冠状を呈して晶出している。この種の結晶より

もやや大型の同種晶相のものの僅か1，2個位はo面上

に同様の平行蓮晶をなして結合している（第13図）。

Fig・130rown－like醸paraUelgrw由ofαifferen；虹＆bitSofcalciむe
　　crysLals。　New　　cry航als　（sc＆1enohedr哉l　hab琵）　have　a

　　strong　tendency　to　grow　alongむhe　edge　of　preexisむing
　　ones　（tabular　hεしbiる）．

　さらにその程度が進んだ場合は，本山坑横聞歩ドa北

立入その他にみられ喬ような形となる。、主体結晶はやは

りら8あるいは召のみょりな、喬葉片状ないし釘頭状結晶

であり，多くは白色不透明である。これにともな5結晶

は，粥，＋scalenohedral　face，oを主とする樽状晶相のも

の，卿，．プ，＋ミを主とするもの，卿，＋Sよりなる槍状

のものなどであるが，いずれも主体のものよりも透明度

がやや高い。，この両種の結晶は，平行連晶的関係で結合

し，両者がほぼ等しい大きさの側軸面を共有している。

そして，後者は前者の一側にのみ大きく発達し，他側に

8

は全く発達しないか，あるいは同種晶相の小結晶だけが

β〈θの稜に漕つて平行蓮晶している。そのため，ある

ものでは，一側では大きく結晶が発達しているが，他の

側では丁度前者を皿の底とした皿石状をなしている（第

手4図）ρまた全体≧してみれぱ・結晶の上半分だけが発

達した後者の結晶中に，前者の晶相のものが包裏されて

いるようにも見えるのである。これと同様の関係は，葉

片状ないし釘頭状結晶と犬牙状結晶との間だけではな
’
く
， 6，，nよりなる柱状結晶と犬牙状結晶との間にも認め

られることは，既に3において例示した通りである。1

　これらの他に大正11年鑓通洞地並の標本には，σ1卿，
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よりなる柱状結晶の上ド両端に，θ，卿，よりなる釘頭

状結晶が平行連晶し，丁度西洋糸巻状を呈しているもの

などがある（第15図）。
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＼㍉＼＼w蕊奪＼＼＼

Fig．15　8pooUikG　paraile1督row山of　different1瓦abiむcrystals、

　　　これらの結合の様子を見ると，紬晶の生長機構に関す

　　　る種々な暗示を与えている。もちろん，これらの現象か

　　　ら，結晶の生長機構の諸形式の全てを統一する表現を与，

　　　えることはできないが，生長機構の特徴的ないくつかの

　　性格を5かが5には充分である。すなわちこれらの現象

　　　を通して最も特徴的なことは，結合力が稜において最も

　　強く，面において弱いというとと，平行連晶のよ5に方

　　　向性をもつた結合が多いじと，しぱしぱ，後期生長の結

　　　晶が，前期晶出のものの1方向にだけ大きく発蓬し，他

　　　方向には全く，ないしはほとんど発蓬を示さないことな

　　　どがあげられるo

／　　　　第1のことは，これを裏返えして表現すれぱ，結晶の

　　　要素6、5ち，結晶表面において稜め方向が格子の結合参

　　　最も弱く，面の方が強いことを示している。すなわち，

　　　その結晶において；稜の部分の結合が弱いという・こと

　　　は，格子結合が満されていず，そのため新規のものと結

　　　合しようとする力，換言すれぱ新しいものへの受入れ態

　　　勢が最も良好であることを意味している。従つて新しい

　　’結晶が生長する場合，受入れ態勢の最も良＼・ところへ最

　　　もよく生長するよ5になるの嫉当然である。第2の平行

　　　連晶のよづな方向性をもつた結合が多いということも，

　　　旧の結晶に附着して新しい結晶が生長する場合，旧の結

　　　晶の結合の不完全部分を充すように進鞭確率の方が（す

　　　なわち旧の格子結合の方位に従って），これに欠所を残す

　　　よ5な附着の仕方をする確率（旧の格子結合の方位と異

つた方向）よりも，理論酌に窄えて当秘躊いと考えられ

る点から解釈できる。第3め場合は，2．で説明したこと

と同じ意味の現象であろ5。

　　　6，　］［、ineage　Str皿eture　lこつし、て

　Buerger等が，結晶の生長軌跡を示すものとして詳

細に観察記載しているIineage5tructureのあらわれ方

について，詳しく観察すると，方解石の生長の仕方につ

いて興味の深い傾向が認められる。足尾産の方解石結晶

において1ineagestruCturelが著しく発達する面は．

一rhombohedra1（θ面も含む），＋prism，＋scalenoher

d箕alface’で，＋τh・mb・hed虹一prism，一scalen・・

hedral　face等には余り著しい発蓬はみられない。base

には時に著しい生長軌跡を示す場合もある61ineage

structureの発達は一般には大型の結晶において著しく，

また無色透明の結晶よりも，半透明ないし不透明の不完

全結晶において多くみられる。1ineage　structureの形，

方位等は面によつて異るが，：普通は三角形・三角形の鱗・

状等をなしている。

　一rhombohedral　fac3上では，美しい三角形の蓮続

である場合から（有木坑南神保鑓下4中西1巧井，粥，ノダ

0を主とする樽ないし柱状結晶），やや轡曲し癒三1角形

の鱗状に配列しているもの（小滝坑開盛鑓下4西26井，e

－R面を主とする菱面体巨晶）まである。いずれの場合

も各個の三角形の1辺は6と一R面との稜に平行に，そ

の底辺にドした垂線はプと一Rとの稜に平行に配列して

いる。そして各鱗の重なり具合は第16図に示してある　・

よ5に，大体において結晶の上部に向つて積み重なつて

いるよ5である。ε（0112）面上の1ineage　structureも

全くこれと同様である。

　＋prism　faceの場合も，三角形ないし鱗状，あるい

は細長い鱗状で畢るが，その方位は，一つおきに逆とな

り，その頂点の方向も一R面の場合とは逆方向である。

　＋scalenohedral　faceの場合は，グ（1011）との稜に・

平行な方向に細長い凸凹をつくつている。

　0面は，平滑な面であることが少なく，多くは細かい

凹凸の発達した粗面である・この細かい凹凸は，しぼし

ぱθへの分化の結果であり，また壁開面との繰り返えし

の発達の結果であるo

　このよ5にIineage　struetureのあり方は決して不規

則的ではなく，規則性をもつている。それを総括して図

示すれぼ第16図の如くである。その規則性のづち最も

著一し、・ものは，～二れらの1ineage　structureの配i列が，

結晶の対称性に支配されていること，そしてその方向

が，それぞれの面と勢開面グ（10ヱ1）との交る稜と密接な

関係をもつていることである。また，Iineage　structure一

の発達の仕方（個々のsignの集合の仕方，あるいは相

互関係など）が・0軸の方向性と深い関係をもつていξ

9一
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　’らしいこと，換言すれば結晶中心から0軸方向に伸びよ

　　5とする傾向の軌跡を示しているらしいことも大きな特

＿　徴の1つとしてあげられる。このごとをより詳しく表現

　　すれば次のよ5である。一rhombohedral　faceおよび

蟻

灘

蕪鯵融覇覇

競

腰

㌶

熱嚢

巌

　　　　　　一鋼“
Fig・1◎SUmmarilyShowingtヒeエineagesτruc5双reoneachf＆ce
　　of　Calci七e．　丁虹ese　Iineage　sしructure　on　each　face　is　consiq

　　dered　as　showing　Lhe1㏄i　of　crystむ1growth，anαiS　able
　　t・an時ze笛hemint・τむreep士incip琴1gr・wthdirecti・nS．

＋scalenohedral　face上の1ineagestでucturは■（1復1）

に垂直な生長軌跡を最も単的に表現しているものと考え

られる。＋scalenohedra丘aceは6個面であるから，

プ（ヱ011）との関係は，1方向の直線形となつてあらわれ，

一rhombo五edr31ξaceは3個面であるカ・ら，ず（1（π1）

との関係は，主として2方向の軌跡としてあらわれる。

十prism　face・で，三角形の1ineage　structureとしてあ

らわれる場合は，■（1011）の影響が強くあらわれる場合

で，通常の細長い鱗状の場合は，側軸面方向への生長が

強く拳らわれている結果である。さらに，各面の個々の

signの積み重なりが，0軸の伸びの方向に重なつて』1

るのは，6軸方向への生長軌跡を示すものであろ5。す

なわちこれらの1ineage　structureの観察から，その生

長の方向性を解析すると次のよづな3つの生長の基本方

向が考えられる。

　第1はグ（加力）へ垂直な生長方向である。第2は側

軸面の方向，すなわち横に鉱がろ5とする生長方向であ

る。第3は季軸方向，すなわち上ドに伸びよ5とする生

葺方向である。ごの3基本生長方向は，程度の差はあ

れ，、各面竿それぞれの軌跡を残して㌔F・る。すなわち各面

にあらわれる1ineage　structureはこれら3要素の複合

軌跡である。とれらの3要素は，その結晶の生長の條件

に従つて，強さが異なりかつ互を凌駕しよ5とするた

め，相殺ないし相加されて，それぞれの面に種々な形・

強さの1ineagβstructureを形成するのである。とのと

とは，単に1ineage　structureのみでなく，晶相自体に

ついても当然考えられることで，3方向の生長力の組み

含わせが直菱な晶相を形成してゆくのであろう。そして1

ぞれが晶出時期によつてどのような変遷を示すかについ

ては，別報で詳しく論じたい。とこで＋rhombohedral

faceに著し、・1ineage　structure之）発蓬：が見られな、・

のは，主生長方向に対するごの方面の位置関係から理解

できるoただ1ineage’structure　としての形でなく，

striation拳るいは階段状発達等（いずれもoあるいはグ

面との稜に平行な方向に走つている）の形として，その軌

跡が認められる。この程度の軌跡は＋prismface（十rh－

ombohedral　faceの極限の形）上にもしぼしぼ認めらF

れ，時に上述の1ineage　structureとも共存している。

この関係は」prism　face（＋scalenohedral　faceの極

限の形）に・ついても同様で，この場合は主としてプとの

稜に平行な方向のstriationとい5形であらわれる。ざ

らに一Scalenohedral　faceの場合もこれらと同様であ

るが，後2者については，足尾鉱山の場合その出現が砂

ないから，詳細なi資料を遺憾ながら持ち合わせていな

い②』また，方解石の＋sca亙enohedra1£aceにはほとん

ど常』にプ面の稜に平行な深いstriationが走り・その面，

は単一な平面でなく，ある範囲の聞に細長い多数の面爾

集合よりなる轡曲した面であることも，方解石の結晶を

測角したことのある人はよく知つている現象である。ご

の現象もまた上述の考察の生長軌跡を支持する事実とい

5ととができよ5。方解石の各面上にみられるこれら

striatiqnの代表的な方向を図示すると，第17図に示す

如くである。要するに，1ineage　structureを広義に解釈

して，striationとカモ階段状発蓬とかを含んで考えれぼ，

上述の3 つの生長の基本方向が，全ての面について解析、

でき，その生長機構さらには晶相変化の問題について解

e

、磐襲醸ミミ・、

　　～、N　　，．　　　　　　，ノー

　　＼蝋贈淑懸聡‘
Fig・耳7　Summarily　Showing　me　SoriaLionS　of　each　faceS

　　of　Calcite．

決の糸口を与えてくれる。すなわち，1ineage　structure，

striation等，結晶面上にみ一られ種々のsignは（natu－

ral　etching等の後からの作用によるものは別として），、

10
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足尾鉱山の方解石に見られる不規則性（砂川一郎）

いずれも結晶の生長軌跡をあらわすものであり，その

sig駐の分析から，方解石の生長は主として3つの基本

方向によつて行われることが明らかにされるのである。“

》さらに，単にこれらのsignだけでなく，晶相自身につ

いてみても，この2主要方向の働き方の程度によつてレ

その変化が生れるのであるといえよう。従つて問題は，

結晶生長時の種々の環境ドにおいて，宅の3方向の強さ

が，どのよ5に浩長し，相克し合うかとい5，両者の関

蓮の仕方を明らかにする方向に集約されてくるのであ

る0

　　　　　7．総括および考察
　以上断片的に分類・記載・説明した個々の現象の要点

を，ここにふたたびふりかえつてみよ5。

　7．1種々異つたあらわれ方をするが，結晶の生長は，

鉱液の蓮動形態にある程度支配され℃，方向性をもつた

偏筒発達を示す・鉱液の蓮動形態も1方向的なものだけ

ではなく，渦雀蓮動のよ5な場合も考えられる。またその

あらわれ方も，結晶自体の性質，環境の相違等に応じて種

々に異なつた形をとつている。

　7．2　しぼしぼ，結晶中の特定部分に異常着色ないしは

白濁等の諸現象が認められる。そしてそれらの現象は，

多くの場合結晶の生長軌跡を示すものである。また，こ

れら異常着色』・白濁等の原因は，それが種々の実験的裏

付けによつて確かめられず，推測の域をでていないとは

いえ，その原因は，ある場合には結晶面自体の’もつてい

る特性に主として求められ，また昂る場含には主として

環境の諸條件の変化に，また，あるいは両者の組合わせ

に求められ，さらには現在の知識では説明を与え得ないF

場合もある。

　7．3　同種晶相の結合の仕方もかなり特徴的であり，

側軸面に伸びた晶相のものでは，それらが亜平行連晶的

位置（0軸ないし側軸面を少しづつずらして結合する）を

もつて結合している場合がよく見られ，0軸方向に伸び

た晶相のものでは，平行連晶的位置の結合をしているも

のが多いo　　　　　　　　．　　　　．

　7．4異種晶相の結合様式の観察によつて1結晶要素

の5ち，格子欠かんの最も多い部分は稜であり，結晶が

新に生長する場合，その欠かんを正規の結合の仕方で埋

めよ，5とする傾向を強くもつているようである。

　7．5各種の結晶面上にみられる1ineagestr“ctureお

よびstriation等の観察から，方解石の生長方向に互に

反櫻し合53つの基本的な方向があることがわかつた。

すなわち側軸面の方向に拡がろ5とするカ，主軸の方向

に伸びよ5とする力，単位面に垂直な方向に伸びよラと

するカである。これら3つの方向は，方解石の結晶生長

における基本的な生長方向で，それが環境條件に応じ

　て，種々な割合で，促進・抑制・相克・潰長するのであ

　る。そしてその結果，それぞれの組み合わせの種類に応

　じて出現する結晶面の，従つて晶相の変化が生れ，また

　結晶面上φ1ineage　structure，striationなどの現象が

　・あらわれるものと考えられる。すなわち1inea即struc－

　ture，＄triation等の観察によれぼ，結晶生長はあらわれ

　る全ての面ぺの垂直方向の生長によつて行われるものと．

　いづより，基本的ないくつかの生長方向において行わ

　れ，種々の面は，それの種々な組み合わせの結果として

　・あらわれるものと考えたほ5カ§よいよ5であるo

　　さて，われわれはこれらの観察を通して方解石結晶が

　生長する際，3つの主要方向をもρていること，それぞ

　れの結晶面自身特有な性質をもち，それが種々の環境下

　において，特徴的なあらわれ方をすること，結晶の堆積

　が格子の不完全部分を埋めよ5とする傾向をもつて行わ

、れ，その不完全部分は稜において最も著しいことなどの

　諸性質を知つた。一方，鉱液の運動形態，foreign　mat－

　eria1あるいは核の存在，障害物の存在，あるいはその

　他の未だ充分には分析しえないが，種々の環境條件の変一

　化が，結晶生長に大きな影響を与えているととも知つ

　た・さらにまた，これは”晶相変化”の報告において詳

　細にふれる予定であるが，生長の3主要方向の沿長が，

　晶出の早期から晩期にかけて一定の系列をもつた変化を

一示している事実をも知るととぶできた。

P　これらの事実は，いずれも結晶ないし結晶面自身のも

　つ特性と環境條件の変化との複含の結果であると云え

　る。しかしそれらの具体的な関連のしかたの完全な説明

　は，種々の実験的な検討を経ていないから・充分に与え

　、られる段階にまでは至つていず，ここではこれらの種々

　の不規則性の観察が，結晶の生長機構の機微に導く1つ

　の手段であることを明らかにしたに止まつている。これ．

　らの忠実な観察記載が，この意味で決して無意味でない

　ことを知つておきたいo

　　またこれらの観察を通して特に著しく感じられたこと

　は，…欠のよ5な2点であるo

　　a．晶相変化とか1ineage　StfUCtureとかその他結晶

　上にみられる種々の現象が，例えぼ従来いわれている

　foreign　materia1．のselective　adsorption　のような7

　いわぱ偶然的な條件の変化によつてだけ生ずるのではな

　く，温度の降下とかpHの蓮続的な変化とか濃度の変

　化のよ5な，晶出期聞を通じての・一貫した條件の変化に

　よつて生ずる場合が甚だ多いとい，5こと。このことは方

　解石の晶出順序に応じて，ほぼ一定の晶相変化を示す事

　実からも明らかである。

　　も．結晶の生長のしかたが，従来一般に考えら・れて

　いた”核を中心として3次元的に生長する”とい5考え

11
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では，説明のつかな㌔｝場合が多い。結晶生長機構につい

ての従来の考えよりは，生長がいくつかの主生長軸ある

いは主生長面にしたがつて行われ，各結晶面の発達程度

はそれらの程度の異つた組み合わせの結果であると考え

た方が，種々の現象がよく説明できるようである。この

種の考えは，3uergef，E　G。Smith等も称えていると

．ころで，筆者は彼等め考えド共盛するものである。

　最後にとの研究を行，5に当つて，貴重な標本を自由準

観察する機会を与えられ，またその1部を貸与された・

足尾鉱業株式会肚の竹内英雄氏に，深く謝意を表した

い。またGoldschmidt　A型複円測角器を長期間に．わた一

つて貸与された秋田大学鉱山学部に対しても，深い感謝

を述べたい。　　　　　　　　　　（昭和27年1月稿）
　　　　　　　　　　　　　卜
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　　　　　　　R6bum6
　The　Recent　Lanααeep　o：f　Kan盆gase，

　　　Yamato　River，Osaka・Fu

　　　　　　　　by

　　　　　Kuman　Hlaraguchi

About20years　ago，the1餌dcreep欺ad6c－

curred　on　the　vicinlty　of　Ka：nag＆s“，Yamato

riVer，Naka－Kawachi－Gun，Osaka－Fu．Ma－

ny　houses　of　Tog（｝village，Kanagase　tu叩el

onKansaiLine，andNara－Osakamain
奪ord　were　totally　destroyed，　and　the　bot－

tom　of　the　Yamatσriver　had　dangerσusly

arised．At　that　time，many　geologists　stuJ

died　the　brigin　on　this　Iandcreep．

　At　present，t玲e　creepin喜・has　occurred　on

the　same　district　bu重its　scale　is　very　sma11

in　comparing　with　the，former．　The　writer

beli6ves　that　there　will　probably　be　no

dan歯er　by　this　dislocation．

　The　some　observation　data　has　given　by

the　Kinki　Construction　Bureau，　（Osaka）．

According　to　this　data，the　amount　of　rain－

fall　has　much　affect　for　occuring　to　creep．

菅大阪駐在鼻事務所　　．

　Nat皿al　origin：（Fundamental　Origin）

　（1）　River　erosion　ofψe　Yamato　which

disturbs　the　equilibrium　at，the　p1αce．

　（2）　Youngerαndesite（Toge　An4esite）

which　easily　decompos6s　to　clayish　materi－

als，and　tuffaceous　agglomerate，if　contain

full　of　wateギe乱sy　to　creep。

　（3）、Granite　gneiss　and　older　andesite

area　are　stable，while　younger　aロdesite

area　is　Unstable．

　　　　　　L序　　　言
1・1　昭和6ヶ7年の地知咳

昭和6年11月下旬から翌年4月下旬に起つた大和川

筋亀之瀬の地辻りは，近畿地方には珍らしい災害とし

て，世人の神経を尖らせた庭きごとであつた。

　この地虹りは，奈良盆地と河内平野とを南北に境する

生駒・葛城山脈を横断して西流する，大和川峡谷の北岸

傾斜地一帯をほぼ馬蹄形に包んで，南方に滑動・飼行せ

しめたもので，地域内には峠部落における家屋。石塔の

崩壊，大地の亀裂，井戸・貯水池の澗渇，亀之瀬騰道曼築

の破損，伺地表の陥没，さらに大和川の河床および対崔

の国道は隆起し，ために関西交通幹線が」時中断せら

れ，また奈良盆地に浸水の危険が感ぜられるに至り，そ

の緊ぎを一暦大にした。

　しかし，地ヒリ蓮動の通性として糞その後蓮動は漸次
　　　　　　　　　　　　一ウ
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